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 製作の目的 
技術教員免許取得にあたって、電気分野に関しての実習、講義は必須履修である。大学での講

義で、トランジスタ、コンデンサ、ＩＣなどといった重要な電子部品を初めて学ぶ学生も少なく

ない。初めて学ぶ学生にとって、私は理解の難しい分野であると感じた。そこで、わかりやすく

電子部品について学べる教材を製作することを目的とした。この教材は、トランジスタ、ＩＣ（Ｎ

ＡＮＤゲート）、光センサー（ＣｄＳ）といった代表的な電子部品を用いて、電子回路を製作した。

また、モーター付きの車は１００円均一で購入でき、この作品はとても安価に製作できるところ

も利点である。 

 利用方法 
   電源を入れて、机の上に置くと象が走る。そして、象の鼻が机の外に出ると、像は停止する。

ＣｄＳに光が入るとモーターが止まるという電子回路である。なぜ、このような動作をするのか

を理解するために、電子部品の特徴を学習しながら回路を製作していく。トランジスタ、ＣｄＳ

の特徴、ＮＡＮＤゲートの動作など明確に理解することができる。 

 工夫したところ 
   ＮＡＮＤゲートへの１つの入力にＣｄＳを用いたことで、論理回路への入力が、電圧の高い（Ｈ）

低い（Ｌ）で命令されていることが理解しやすいと考えた。トランジスタのベースに電流が流れ

るとモーターが回るという単純な回路により、トランジスタの性質もわかる。また、象の鼻をか

ぶせることで光を遮っている点も工夫した点である。 

 教材の詳細 

        
図１ 完成形                  図２ 象を剥がした時 

         

       図３ 電子回路図                    図４ 車体の中身 

 

 


